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彗

一餐

晉

霞

合

笙
督

そ
♀

で

そ
の
喜

一Ｌ

ｃ
百
曇

■

９

８

遺
膚

嶽
コ
を

鷹

初
夏

‘
§

菖

優

撃

電

百

。

増
兵

罰
の
た
め
に
大
宋
透

動
を
展

開

螢

奎

禽

黍

２

は
晟
北
せ
き
る
を
え
た
い
」
と
重
〓
し

最
も
源
い
奎
完
違
勁

な
奮

０
一
、
ア
タ

〓
，

７

の
二

籠

〓

言

壱

薔

Ｒ

、
か
つ

査

全

夫

彊

τ

、
文
実

器

の
蓄

含

昌

を

公
日
の
も
の
と
し
、
古

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
を
０
し
て
理
姜
的
に
も
文
化
車
金
の
ヽ

霞

は
革
命
自

目霞
目９
ヲ
す
イ
と
文
一露
へ豪
ｋ
５
２
違、
ち
一援
場
漫
一樗
遭
出
了
蔦
品
名
場
児
く

悪

、
そ
の
書

誓

堡

セ

な

万
墨

あ

需

２

〓

、
よ
２

一ツ
タ

，

ぁ

曇

”
晏

悟

ｔ

■

、
ま

〓
こ

よ

ヨ

え

ｉ

魃
２

梁

ヽ
一
Ｂ

豊

か
亀

■

９

里

慧

曽

セ

室

生
比

一董

さ
Ｅ

２

君

・
夏
に
あ

と
こ
●
笙
デ
錬
に
は
、
社
会

言

軍
〉
．
つ
た

一五

を
憲

ｋ

て

。
多
饉

菫

〓
“
ｔ
会
５

一長

一ィ

は
，

っ
こ
整

鳥

始
め
た
ぶ

一盾

饉

誉

８

７

、
こ
つ
３

さ

富
空

置

３

髯

ま

ヽ

一多

く
途

く
、
立
電

、
猛
駄
々

一霙

雲

罰
」
、
ｔ

ｔ

一

■
一し
て
ア
ロ
レ
タ
ュ
′
１
■
ン
ル
一■
奎
一讐
‘
建
議
す
ｏ〓
５
以
」
と
エ

ζ

ζ

〓

妥

平

事

畷

二

暑

澪

喜

も

あ

５

霞

一手

“８

事
雰

繊
雲

り
夏
癸

響
鼻
輩
確
罐
一一婚
一『̈
一っ襲
計
一一̈
一〔筆

黒

竜

晏
む

、
美

ミ
颯
Ｙ

い
下

岳

援

は
「
で

岳

曇

一禁

底
ｖ
冨

る
．
（支

に

き
、
こ
２

●
２
豊

＝
な
、
か
足

言

、
是

蜃

昌

馬

じ

て
、
よ
一孝

；

２

喜

霞

ヽ

桑

を
上

‘

Ｅ

界
婁

豪

〓

．
民

は

〓
　

そ
ぎ
鍵
慧
菫
忌

ア
う
‘
五
ギ
あ
署
●

■

，

こ

、
企

〓

１

栞
早

Ｉ

Ｓ

Ｒ

Ｆ

秀

宅

〓

３

４
氏
暫
■
“
Ｆ
”
型
―
一ヽ

こ
燎
だ
一
の
■
ゆ
う
霜
を
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
人
員

表

算
で
一写

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
上

一^
で
あ
り
、
政
■
菫

壼
な
と
し
て
２

■
一
一粂

を
た
一■

■

ｔ
、

，
カ

人
■
全
鷺

力
、
霰

，
一ク

ロ
レ
ニ

（一●

）
２
８

一口
を
一０
に
言

■̈

ヽ

現
代
修
正
主
義
批
判
と

申

国

共

な
髯

を
も

Ｓ

鷺

、
男
じ

、
一暫

、
あ

雷

も

あ

ミ
襲

二

じ

４
世

界

革

命

盪
ｔ

誓

ち

，

っ
た
。
‘

二

６

の
菫

実

薔

日
襄

、
竃

一

‘

多

芸

毛

杢

書

タ
タ

を

濤

撃

２

３

ξ

〓
雪

商
員

ち

響

ヒ

基

三

管

、
今
目

に
、
漂

ｉ

０

社
会
Ｆ
．一
化
の
■
了
　
薔
一者
贅
晏
下
ヽ
中
晨
、
お
よ
ｇ
■
し
い

の
分
野
、
ど
の
部
口
をも
、
７
″
ジ
ョ

ま
と
日
番

争
の
農

た
一男

９

一
革

一■
２

が
髪

鳥

、
社
全

お

■
■
群
彙
、
一〓

Ｌ

一
一ｌ

Ｔ

電

竃^
派
か
ら

， 一い
ス
っ
生

命

●
塁
一●
へ
の
一筒

ｔ
Ｘ
■
９
薇
“

一
ｒ
”
り
■
”せ
〓
の
＾
奇

一́に
●
０■

無
ｏ
ｔ
・
０
「社
会
〓
‘
“命
を
ま
葉
一
会
〓
ま
〓
合
で
あ
っ
た
。
〓
発
の
ュ
疇

々
男
２
“
じ
霞
０
こ

Ⅱ
ら
法
ヨ
霜

夫
著

菫
■

式
房

詑

壼
一●
、
奎
一崎

〓

〓

彦

至

２

喜

干

器

賓

三
三

き
、
≡

重

に
き

る
曇

〓
饗

昌

“́〓

少

ζ

；
ツ

１

８

条
、
テ

ー
ト
・″曇

三

造

〓

ラ

ワ

，

７

あ

市

国
家
●
う
の
一導
と
い
う
四
つ
の
選
暑

に
ど
っ
た
ヽ

〓
Ｓ

装

‘

胚
●
〓

だ

。
上

１

年
三

の
■
一り
奎

７

雪

〓

０

響

〓
Ｂ

一̈■
の
モ

、
摯

な
プ
ル
ツ
コ
一プ
分
一デ

雪

り

、
つ
総

含

景

需

し

こ
れ
ら
の
層
と

，
ド
の
〓
ε

沢

雲

曇

・畠

童

・

民
族
一雲

全
堅
一３

工
〓ネ
窒
一一ヽ

学
一^
一“

ぜ

焉

蟹

ョ
ア
ツ
ー
と
函
い
、
ヨ
ー
タ

●

テ́
識
罐

，
，

ヽ
こ一て
残

即
ち
全
〓
Ｅ
チ
２
を
社
会

”
彗
悧
に
移
し
、
＾
〓
き
を，
■
者
暗

ミ
ｔ

、
撃
あ

全
査

菫
署

貫

壕
し
、
〓
当

の
委
〓
労
働
制
を
実
■

レ
豊

姜

雰

Б

ヨ
彗

笑
ラ

書

募

湯

実

暑

登

〓

計

琶
妻

ｉ

‘

Ｓ

ｔ

暑

。

〓

量

は
ｉ

乳

●
宿

モ

の
言

至

薔

書

争
喜

実

衆

的
套

菫

重

署

ラ

あ

羹

見

弩

要

壇

誌

目

ら

い

霊

量

崎

聾

里

褒

重

慧

甚

す
ユ

喜

賜

Ｒ

賓

甍

遭

客

へ

る
菫

題

り
、

理
（
「全
も
２
〕一́

こ
工
Ｘ
る
」

”し
ご
日
黎
０
雪

計
目
・
社
会
春
毒

の
露

将

子

ゑ

雰

學

妻

換
を
ｇ
Ｏ●
〓
０

②

勁
萬

霞

の
喜

し

て
実

■

ａ
割
に
き

首

？

貫

κ

Ｚ

ア
罰

星

電

嗜

美

慧

び
、
フ
ｙ

；

イ

長

Ｕ

、
エ

・
里

曇
■

，
ｅ

Ｆ
燿
と
も

ヽ
体
で

部
に
形

成
さ
れ
、
成

長
し
た

の
で
あ

黒

昼

に
、
お

葬

水
〓

ξ

‘

営

霞

慧

る
。

ヨ
登

と

亀

埜

？

モ

‘

、
日
茎

農

一̈
ま

尋

豊

〓

●
菫

餞

こ

Ｆ

一３

民

Ｒ

‘

■̈

こ

尽
Ｒ

る
。
■

一て
し
て
菫
Ｅ
・
一̈
一́
一省
通
詢
と
ま

，
二
に
し
、
一一
れ
に

命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン

コ

Ｅ
社
会
主
麟
ヨ
」
―
フ
ル
シ
オ
コ

ζ

一扁
警

義

芭

掲

セ

、

案

主
主

拿

具

産
〓
護

ミ

の
こ
金
●
駄
化
の
時
渦
に
す
０
プ
ロ
レ

つ
、
工
〓
一菫

ひ
、
凛
治
を

び
、
夕
苺
を
身
に
つ
け
、
プ
ル
シ
ョ

ア
子

基

Ｏ

癸

香

碧

猛

い
、
工
案
を
学
び
、
座
員
を
争
び
、
そ

う
し
て
“
し
い
螢
薔
ヨ
廣
へ
前
遣
し
て

く
い
一と

。
）あ

革
命
一舅

Ｅ

ｋ

プ
ワ

す

ア
事

の
モ

、
文

た
そ

τ

ヽ
畜

Ｅ

冨
奎

援

ｒ
「
一

，
ヽ
■
月
し
、
子
一
を
バ
ク
ロ

が
生
ま
れ
、
成

Ｊ
ア
螢
譲
で
あ
る
。

②

あ

最

雪

撻

爵

〓
粂

運
動

，

一̈一と
．
堕

人
員
大
委

自
∃

層

螢

し
、
大
査

馨

く

り
広
く

屋
よ
に
よ
っ
一生

じ
一臭

衆

０

全
星

言

ｔ

医

曇

〓

に
ｋ

最

身

薔
書
●
晨
５

星

一村
●
〓
々
姜
菫
命
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ

三

●
８

級

重
禽

、
事
キ

ロ

と
忠
竪
驚
寓
笹

界
〓
命
の
一
●

・

思

・
麓

災

嘗

忌

５

玉

′
０
壼
ｎ
で
あ
っ
た
。
中
日
共
産
党
は
明

星

ｏ
２

大
壺

舅

亀

そ

い

人
０
天
全
彗
報
告
に
ヽ
す
る
贅
罰
か
ら

一二
型
■
■
へ
の
蘊
●
が
、
商
目
〓
ョ
に

と
し
、
」■
一
に
■
Ｅ
さ
れ
た
時
か
ら
ぬ

毒

下

）一
．
モ
セ

，

重

３

で
焉

Ｅ

”
罷

奎

旱

贅

・

ｋ

義

と
９

８

震

忌

ュ

手
Ｅ
●
ゼ
場
さ
れ
て
い
る
。
基
本

は
〓
郷
〓

と^
核
拠
運
民
族
の
〓
命

団
電

り

、
言

に
対
す
る
菫

で

あ
る
こ
と
．
生
会
〓
豪
口
字
は
日
藤
ノ

２

そ

一貫

ち

て
爆

ィ

レ

う

子

と

暑

査

３

９

あ

２

モ

も

て
せ
秀

‘
市
看

目

， ユ
０
一
人
民

，
９
の

，
質
と
し
て
発
展

渠

じ

、
冒

器

撃

窪

爵

モ

薔

量

２

露

と
セ

霊

招

ｅ

な

。

あ

讐

磨

あ

と

、
べ
ま

ム
〓
全
麟
争
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
草

０
が
一
つ
の
も
の
と
し
て
、
「世
界
車

産
・党

３

癸

螢

よ

罠

一
３
島

だ

ゴ

書

替

曇

０
２

潟

思

で
一り一る事

り
で
な
ヽ

Ｉ
昴

・霧

燿

著

曇

命
９

ｅ

な

最

望

ば
者

く

″
２

武
書

換
君
し
な
け
れ
ば
な
２
●
．
今
Ｐ
笙

こ

食

事

５

手

”
ま

い
。

葉

蒐

晉

瞥

、
，

尋

曼

字
萄

空
上
の暑

署

ζ

ξ

、

公
Ｅ

え

彙

壱

晉

。
そ
セ

い
、
Ｅ

主
書

屁
勇
ブ
ル
ジ
一一ラ

し
て
い
る
。
（こ
れ
は

，
ヽ
何
と
日
′

共
産
党
の
た
と
っ
た
週
君
を
示
し
て
い

こ

ふ

．
こ

か
資
本
主
言

霞

あ

．
甲
糞

を

電

吉

本
奎

〓
１

，

力

豊

〓

メ

〓

本
・
・．禽

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
コ
労
人

５

，
た
ち

３

、
そ
セ

大
贅

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
革
命
“
大
猛
闘

・ら

を

言

雷

を
３

，

ラ

タ
リ
ア
５

先
進
分
モ

も

て
革
命

〓
黒
贄
そ

れ
る
だ
一を
つ

，鰭
重
５

地
方
二
代
璧
笙

工
姜
貴
判
は
、
ソ
共

´
日
大
会
の
ス
タ
ー
ン
ン
の
右
ュ
”
登

運

「畠

化
を

需

を

置

か

ら
２
＝
大
会
の
平
和
共
０
・平
和
力
″

・孟

霞

基

査

９

基

人
員

倉

詈

い
２

曇

■

晏
奎

命

・
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
嶽
２

・
プ

ロ

鳥

た
。
ｉ

ｔ
是

‘

奎

・

一澤
の
目
菫
侵
犯
・
テ
〓
ヨ
〓
響
Ｆ
一も
っ

三

面

に

つ
づ

‘

Ｅ

一ζ

３

■

ば
焉

音

る
こ

竜

館
〓

こ
ふ

否

延
、
自
由
市
嬌
、
笙
工
■

，
の
企
婁
単

讐

多
‘

事

星

５

督
〓

書

３

〓

３
層

震

２

本
曇

へ
曾

菫

毒

餃
響

置

し
、
奎

雰

辱

罰
た

う

ζ

あヽ
に
実
言
壼
を
出
じ

ま
〓

工
毒

ご

゛

三

一一〓菫

つ
〓

４

，
そ

２

■

焉

雰

も

重

言

れ
、
男

匿

人

一ら

贅

を
曇

事

に
農

ｔ
方
で
は
‘
●
者
・
瑾
員
の
家
嘉

を
重
建
し
て
尋
三
薦
Ｌ

，
加
さ
せ
、

饉
済
　
〓
”
の
各

方
面
で
塵

，
の
人
長
公
社
一三
又
重
し
て

０
カ
・
と
み
ら
き

，
露
）

”
要
員

・
■
丼

，
■
を
官
０

，
十

ヨ

重
Ｐ
蜃
き

■
一季

奎
臭
一“
〓

と
〓

と
共
に
、
軍
奎
τ
学
じ
、
底
治

掌

び
ヽ
葦

参

８

」そ

霞

本
主
義
芳
力

ヽ

す
一２

不
■
●
メ

０

讐

の
書

零

唇

重

０

小
一一Ｆ

申
，

■
一一
工
一ヽ

こ一定

工会

人

員
建
の
〓
り
■
導
一〓

０

公
言

葉

窪

馨

ら

じ

ぢ

皐

翼

露

呈

馨

貫
倉

し
、
そ
う
に
支
援
●
一
て
、
２
■
の
Ｅ

潟

発

、
書

あ

露

菫

塁

止
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
の
円

Ｅ

菫

書

塁

支

４

多

義

―
フ
κ
修
工
〓
ヨ
贅
罰
と
一
体
で
あ

間
中
目
菫
菫
一
の
も
う
一
つ
の
日
凛

豪
●
彗
”
的
“
％
を
め
一０ま
晨
】聾
争

〓
み

さ

募

割
を
こ
こ

し
吾

ｇ
２
の
“
桑
に
対
す
る
批
判
を
■
力
残

霞

事

の
目

ま

〓

尋

ヽ

え
Ｆ

≦
と
婁

求
意

か
ら
ζ

化
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
や
り
、
壼

も
■
言
〓
喬
鎗
Ｈ
婚

て
し
て
ら
篭
５
彗

タ
コ

ら
３

．
一
篭

鴛

Ｅ

、
三
度
二

′

多

菫

圭

え
、

な
お

〓

３

．
■
こ

〓

ぢ

重

薔

繁

し
、
曇

著

。

よ
り
、
人
の
思
五
の
苦
一全
化
に

り
、
ヨ
“
的
な
力
を
Ｌ
大
な
場
質
力
に

〓
化
著

し
と
墨

零

し
、
戻

，
れ

，
お
は
ス
タ
ー
コ
ン
コ
ロ

じ

て
〓

く
ヨ

、
「雲

公
こ

し́
て
工
鶴
管
理
に
お
い
て
Ｌ
円
参

洒
に
３
ｍ
し
、
労
働
者
が
言
冑
に
蓼
鋼

看
誓

ｅ

ｘ

秀

習

豊

喬

菫
を
解
決
す
る
〉
、
輸
山
姜
劇
公
司
の

書

致^
電

慧

零

の
霧

、

い
う
凛
則
は
〓
姜
を
示
し
て
い
る
。
ま

「ま
Ｅ
を
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
ー
ト
の
菫
お

誓

讐

せ
、
ま
Ｅ

主
署

〓

結

目
雷

う
賢

電

喜

と
葡

言

ｔ

，

霞

あ

大
菱
口
、

「

菫
事
を
″一・ど
、

党
８

２

Ｅ

壼

ね

”ｔ

栗

の
お
専
の
え

、
大
表
ヨ
蒟
、
両
蓼
一

五
装

冨

〓

フ

ピ

喜ヽ

菫
一籍
合
、
技
軍
早
命
の
実
こ

合

・
兄
の
検

尊

二
〈
栞

疑
尊
」

姜
化
ξ
震

８

薦

を
行
●

、

５

、
営
企

霙

援

欝

塁

蜃
一ｋ

●Ｅ
算
毒
喰
３露
ｔ
な

妥

あ

全
目

奎

の
、

望̈
工
に
反
対
す
る
●
募
時
ュ
田
争
、

こ

曼

８

霙

整
貨
卜

罠

」

い
」
く
方
を
、

策
あ

笙
晨
番
た
り
、
■
っ
て
ュ

革
命
環
則
２
語
で
安
ヽ

口
震

・ヨ

の
基

暑

罷

９

了
３

３

、
二

は
マ
タ

ス
，

Ｔ
ら

，

そ
２

２

回
博

ぢ

も

度
至

〓

れ
、
ヨ
あ

含

露

星

１

６

奎

圭
籠

お

型

尋

百

，

テ

あ

賢

，

体
、
薔

‥
富

２

災

澪

も
、
４

‘

百
事

会
長

菫

言

金
ｇ

霞

可

畳

奎

ア

彗

菫

０
に
さ

Ｌ
じ

、
建

護

争

霞

ｋ

ξ

反
凛

彗

し
て
い
く
こ
と
、
撃

一
の
ａ
人
民
国
所

こ
の
社
会
妻
釜

会
の
下
で
尚

じ

の
で
あ
る
。
そ
レ
Ｃ
共
産
主
蚕
聾

璽
局
に
は
旧
来
の
ス
タ
ー
ツ
∠
晨

き

、
全
査

霊

護

菫
書

摯

一―

撃

晏

に
姿

レ
異

産
事

■

２

■

一
覧

事

是

お
量

一撻

会
の
こ
工
、
「労
働
力
所
有
二

蔵
な
り
の
参
〓
慇
そ
あ
っ
た
。
そ
一奮
奮
に
で
は
な
ヽ
、

「昌

麟

に
要

層

あ

イ

ン
一１

／
ラ

す

二

裁
・量

理

一５

霧

・装

、

ョ
７

葬

早

あ

藍

富

じ

一
・暮

の
さ

ｉ
塁
一書

■
Ｚ

一Ｅ

２

ｇ

き
、

事

、
叢
事

昴
矢

嬌
者

９

■

う

ｊ

と

賓

焉

重

ｇ

、

斑

じ

、
事

が
書

の
一チ
菫
な

一言

的
に
は
‘
タ

ス
・イ

ｔ
一
２

薔

一き

た
お

。

番

ａ
襟

・

の
■
刊
し́
て
〓
２

”
と
響
言

Ｉ

‘

ス

フ
′

ょ

ン
〉
〓

三

世
景

言

、
薔

義

ｉ

會

エ

彗

子

孝

；

整

ま

±
１

一な

几
実

憲

世
癸

，
薔
曇

百
言

言

蜃

派
を

ぶ
企

９

台

美

あ

ぶ

ま

？

蟻

三

２

い
〓

３

著

霜

撻

．
鈴
百

畠

〓

髪

し
、
書

響

●

吉
せ
、
含

民

，

え

整

蓋

τ

Ｑ

ヽ
機

ら

，

２

実
ヒ

て

、
か
目

腐

Ｉ

宅

要

〓

漫

月
し
、
Ｒ

、
冒

〓
手

自

一電

Ｅ

、
晋

９

信

ｏ
人
■

一，

世
界
重
命
に
転
化
し
て
い
く
。
更

５

派
麟

ま

島

代
を
‘

ｙ

ご

驚

，
一■

き

ζ
ｉ

ｅ

Ｓ

て
ら

雪

事

は
２

信

チ

ド

夕

■

希

窃

島

い
一
６

つ
一需

ほ

七

冒

”
量

、
●
〓

フ
菫

戻

ら

査

重

ラ

す

“
認

肇

見

て
〓

。
　

　

一
畳

足

田
星

阜

薔

た
。

，

卸
ラ

長

尋

も

て
含

員

丁

実

等

督

晏

雰
撻
曇

菫

冒

し

て
、
ョ

回
８

昇
９

も

民
な

い
竜

て
髯

１

ヽ
語

反
一省

Ξ

し
て
ヽ
そ
モ

９

９

一奮

層

云

〓

る
。
」
全

讐

月
）

“
工

〓

・２

な
費

〓
つ
上

日
、
各
？

各
地
萬
の
一
●
遣
り
、

ξ

尚
、
書

需

・言

曼

歪

百

三
あ

露

撃

，

社

会
冒

一

堅

２

Ｅ

モ

参

あ

意

蓼

８

〓

一
層
塁́

，

つ
こ

Ｆ

あ

欝

喜

ｇ

〓

れ
‘

あ

尉
ど

，

３

、
青
壼

語

ヨ

が
誓

）〓

こ

ξ

た
宅

あ
る
。
Ｉ

．
「
ら

彗

象

二
ｇ

ひ
勇

百
震

望

霞

正
菫

，

モ

全

式
い
は
、
各
国
人
民
の
＾
一て
の
問
い
〓

す

と

で
・８

、　

つ
曇

一金
が
■

が
、
帝
塁

ｒ

髯

菫

一一零

二

〓

ｔ

を

〓

こ
宅

２

〓

ぢ

。

日
５

電

属

著

世
奎

０
、
三

ぢ

あ

量

実

よ

全

霞

ュ

奪
里

言

冨
番

ｅ

Ｒ

て
、

世
塁

皇

重

誓

３

理

菫

ち

興
爵

⊇

湯

２

著

臭

二

塁

そ

５

宅

２

き

３

で

颯
し

て
夢

マ

彗

援

墨

２

９

い
、
米
〓

Ｌ

瞑
２

禽

大
一‘

と

り
履

；

培

を

言

奎
蕩
鰐
発
雲
【一春申に
製
託
、萎

一̈騒
≒』
鶉蒙
率̈訪
鰭

0-一一私たちが手をかけた企業が、
大きく育つのは喜ばしいことです。

す

'菌'菫

菫
=ig薔

:1管 ヵ̀中
"ヽ

の企業 τ号言1:星塞暑冤
=易

霞跳ではぁりま

な
=ι

[与 f套撃彎
=奎
響,蓑籍:墨魯 彗身軍電F場菅あ菫會

=は

こ碁■冒F軍
`=欧

的 に詳 外進 出 を目 ざす 十 Jヽ 準  イヽ 全業 のす ぐれ たブ レー ン とな
=こ

とが ,

ぜ 庁

=蔵

十
:一

一 こtL‐な ち の
撃 命

                .
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二
面
か
ら
つ
づ
く

響

サ
〓^

て
見
．
‘

稽

セ

〓

ｏ
中
星

蔓

２

の

に
要
求
し
て
い
る
。

繕
曰
〓
〓
求
し
、
ま
た
な
０
て
い
る
。

一Ｈ

、
こ
環

喜

塁
塁

８

晏

瑯

鍮

一
蜆

５
最
後
に
ト

革
命
党
と
革
命
戦
争
の
大
道
ヘ
ノ

〓
孝

蜃

姜

に
競

し
っ
っ
、
他

方
で
ブ
ル
シ
ョ
フ
区
諄●
驚
型
と
し
、

あ

看

言

策

２

一‘
４多

爵

晉

レ
よ
象
し
た
。
一一の
マ
ラ
テ

ル
ン
と
ン
速
の
ス
タ
ー
リ
ン
´
制
ほ
フ

ァ
％

癸

２

北
当

＆

蚕

―

蜃
ａ
舎
莱

一３

世
■

一Ｅ
資
本

瓦
解
し
、
事
い
Ｌ
一^
き
く
奎
買
し
た
。

れ
、
企
Ｐ
資
本
の

，
２

へ
娑

，
″

晏
●

Ｅ

な
霊

ｆ

一
いつ
、
■
ヵ

民
餐

馨

宅

セ

い
る
．
■̈

と

萎
誓

青

晰

償

事

曇

Ｒ

に
機

３
企

豊

異

Ｅ

霧

さ

れ
、
鐙

月

、
セ
禁

〓

を

の

瞥
を
政
府
懐
闘
及
び
企
手

，
業

大
ｕ
下
の

，
■
の
〓
ぬ
ｔ

を
賊
優
米
帝

も

、
最
需

重

露

の
種

塁

百
繁

義

ホ

多

ζ

ヽ

〓
是

一８

釜

Ｅ
、
著

量

多

６

、
整

し
３

ら

発

・震

・裏

１

っ
菫

曹

蓋

雲

・■
４零

蓋

・

き
〓

。
」
「７

シ
考

一
道
に
想

り
な
い
。

て
募

普

突

暑

装

し

の
Ｅ

夏

さ
せ
る
。
日
邊

正
襲

現
彗

上
議

含

質

電

七

．

々

客

＾
つ
つ

の
る
。
」

（

一
つ
の
日
麟
蒟
罰
流́
た
・り
し
め
た
。
そ

赳

ｉ

晏

８

暴

の
著

召

レ
●
員
聞
鴻
甚
へ
と
′
長
セ
た
。

層

墨

層

薔

霞

ぢ

か
。

ロ
シ
孝
事
Ｏ
Ｓ
ぞ
延
凛
重
命
の
貶
の

中
で
生
ま
れ
た
共
重
算
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
０
卜
で
一
歩
一歩

受
絶

し
、
フ
ラ

蚕

援

響

れ

る
か
、
戦
い

，

ル
考

１

一圭

壺

寝
り
、
罷

１

２

〓

遣
融

、

需

大
策
運
動
と
し
て
、
“
年
岱
末
以

栞
撃

震

を

見

。
そ
■

で

Ю
年
代
業
に
広
汎
な
革
命
”
大
衆
関
う

ま

雷

攀

り

晏

言

電
ｅ

リ
ア
ー
ト

・
葉
農
と
、
小
函
品
三
〓
０

贅
鷲
に
他
な
ら

な
い
。

景

書

房

発

言
皇
蓋

二
牽
費
〓
雷

ご
ぢ
塗
曇
覇

は
百
驚
さ

倉

援

授

覇
―

‘

′

ソ

ア
又
化
革
會
の
目
晨
国
人
ヽ
戦
争
の
大

諄
響

国
〓轟
〓
燿
う
め
、
２
３
´

日
争
、
等
そ
れ
は
未

， Ｌ
を
進
”
部
分
の

呈

・
秀

そ

秀

ス
ト
・
〓

奎
不

・驚
秀
雪

・舅
三

天

の
肇

蒻

読

議
，

多

れ
‘

亀

言

苫

、
暗
脅

争

本
格
同
内
戦
へ
と
”
る
鮨
エ
ーー
内
鰭
の

全
綺

あ

邊

”
奎

決
２

委

ｉｔ
爆

言

Ｓ

、
青
皇

あ

署

烏

薔

晨
震

需

男

壺

労

一く
。
そ
に
國
肇
的
谷
ξ
争
と
の
相

合
裟

が
あ
り
、
あ

５

命
治
澤

一 塞

銹

磯

墨

電

、
非
番

雰

っ
需

足

濃

．

ご

と
、
あ

Ｅ

奎

寛

読

・董

彗
昌

ｔ

重

番

れ
Ｆ

目
こ
を
非
合
法
菫
２
・軍
挙
ョ
蜃
の

香

も

、
か
つ
昌

？

事
闘
争

“^
市
ケ
２
フ
撃
）
と

，
人
民
の
あ
ら

２

ヨ

、
あ
ら
選

議

菫

議

足

綸
ｅ

、
一
３

体
番

ロ

ヘ

と
農

壱

、
内
や

実

尋

奎

彗

へ
喜

を

，

澪

２
．
独
日

３

事
忌

歯

層

〓

、
奈

職

螢
の
日
い
、
そ
の
中
で
の
■
晨
”
栞

目

獣

象
と
遺

３

、
ヨ
ロ
ξ

一電
」騒
暴
製
鍵
副
購

ｔ
霜

セ

ｋ

菫
３

．
い
で

鰺
層
２
の
動
福
と

，
２
、
本
軍
の
歓
饉

動
で

発

塁

？

‘

γ

よ

栞
―
米
本
土
贅
″
■
＾
こ
れ
ら
奎
ｃ

″
テ

９

２

一
働

い
‘

る
．

詈

〓

器

撃

の
奎

，

あ

暑

茫

党

力

こ

墨

か
つ
日
墨
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
爵

０
學
あ
る
。
そ
２
告

に
も

，
力
は

「雲

邑

爵

腫

島

に
言

わ

盪

馬

受

堀
譜

疑

見

い
。

軍
異

産
あ

旱

二
？

署

つ
裟

談

３

〓

癸

警

，

は
、
疑
姜
メ
エ
し
い
か
ど
ｐ
か
に

冒

な
ら

思

５
，

２

く
、
嵌

け
れ
塔

〓

じ

で
、
号

菫

ζ

ｌ

で
、
帰
是

墨
と
い
う
も
の
が
な
い
。

中
国
せ
金
の
資
本
〓
書
”
〓
栞
〓

〓

大
に
評
価
し
た
。
こ
れ
に
て
い
し
毛

籠
軍
日
の
支
己
」
は
、
口
軍
間
の
場

三罵曇芝賃塚

一
人
民
解
放

‐軍め
雛

，

三

八
７

責

昴

第
３

一一一一一難轟一無一”一一一一

‘
ｉ

薔

●

，
ほ

〓

菫

ち

る
者
は
こ
れ
を
示
軍
に

，
入
し
た
。

球
黒

一一
？

合

の
姿

だ
讐

わ

曇

層

力

荼

ダ

‘

分
モ

あ
■

．
）́３

壺

中
〓

霊

に

は
い
る
と
す
ぐ
に
零
毬
う

」
赤
軍

は
つ
共
士
に
、
自
分
の
た
め
、
人
長
の

ち

に
事

事

る
の
〓

そ

、
他

あ

た
２

戦
争
を
薔

？

格

い

こ
と
を
さ
０
つ
せ
て
い
一２

。
「政
治

書

ら

う
と

、
査

曇

壕

た

霞

冒

著

ち

、
み
里

あ

分

こ
、
菫
あ

里

、
お
５

曽

草

量

の
量

化
を

の
事

聾

彗

け
る
‘
つ
に
な
り
、
自
分
の
た
め
、
ヨ一

か
ら
の
重
■
増
力
の
機
＾

ら

番

資

， Ｏ

ζ

り
、
長
讐

占
ヨ

，
ｃ
一気
に
ｔ
単
位
の
章

，
政
援

喜

こ

う

も

李

反
霊

９

ロ
グ
ラ
ム
と
は
背
望
し
、
井
『
山
区
で

の
霧
〓
に
直
爾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｌ
ョ

〓

、ヽ
，

９
〓

一
Ｓ

受
山

も
、
ふ
だヽ
０

，
一
を
″倉

っ
て
セ
率

遷

″
τ

〓

く

璽

勇

５

月
一
こ

ι^
勇

２

曇

あ

爵
〓

る
８

Ｉ

詈

８

塁

貪

塁

蓉

撃

〉
る

フ
‘

４

彗
霞

、
こ
の
Ｆ

文
章
の
な
か
に
同
置
に
毬
●
さ
れ
て
い

う

中
呈

命
を
重

ν
書

裏

東
２

３

、
「生

Ｅ

秀

蜃

条
ま

２

モ

、
「
影

久

う

嶺

環

ぎ
露

ば
え

職
争
２

か

な
が

い
¨
こ

国
民
革
命
の
敗
北
と

井

蘭

山

進

軍

一九
一一七
年
、

と
を

、
美

慧

闘
一
た
Ｅ

じ

気
茅

、
ど
景

旨

宅

建

む

■

●

．

塾
鍔
鶴
議
羹

一

せ
、
各

、
買

覆

霞

〓

棗

尖
３
■

の
雫

千

蓼

響

―

ま

暑

Ｘ

電

日
Ｅ

た
こ

の

言

‘

ヒ

塁
ｃ
澪

挙

ぁ

い
ら
れ
、
国
二
一
月
日
高
・工
西
一“

”
贅
導
に
よ
っ
て
肇
北
し
た
後
、

Ц
妥
鬼
機
に
ス

，
ヽ

農
塁
ｇ

る
。
枝
は́

言
あ
ヽ

ヨ

ま
３
人
を
誓
信

そ
讐

．
番
リ

リ
ア
に
蟹
え
た
う
え
て
、
か

，
り
に
車

命
を
強
ヨ
す
る
」
と
か
、
■

，べ
て
の

君

身

暑

含

―

こ
８

こ

〓
；

ぜ
い
手
重
う

か
な
か
っ
た

″
―

―

●
多

、
ス
ロ
ー

イ

一手

〓

嬌

暮

０
塁

全
二重
●

ｅ

ス

ギ
七
月
、
ス

多

爵

密

キ

夫

実

倉

、
中

国
一一
命
の
Ｅ
格
メ
掟
然
と
レ
、

反

こ
と
を
壺
求
し
、
す
こ
し
て
ち
よ
し
い

場

ヨ

亀

冨

ｋ

い
。
言

ぱ

人
い
る
と
い
ヱ
鮨
〓
い
、
一
人
し
か

は
こ
べ
な
い
と
つ
た
ら
、
い
っ
そ
二
人

ξ

望

署

お

０

男

９

や

ま
つ
た
Ｅ
懲
の
』雪
■
に
つ
い
て
」
二
九

年
二

月
、
露

Ξ

ｅ

ふ

皇

Ｅ

宅

ち

た

。

毛
委

実

衆
爵

響

も
っ
手

れ
は
、
コ
３

言

ピ

一に

，
遺

、

言

善

ｂ

れ
墳

り
く

言

こ

さ
な
け
れ
は
、
あ
つ
ま

，
糖

だ
せ
な

い
」
「
置
目
な
民
〓
ｔ
一
「
崎
ヽ
綺
均

笙
Ｉ
菫
こ
は
ヽ

一
度
は
´
ず
壼
ら
れ
は

な
量

言

Ｓ

ｉ

。
た

、
日
々

し
か
し
美
畷
に
は
菫
奇
”
壺
民
か

丼
日
山
に
ま
ヽ
地
豊

ｘ
わ
た
。
草

セ

「右
苦

網
こ

「賢

主
き

「景
子
〓
姜
」
と
の
●
し
ら
れ
た
。
土

型
言

で
奎
〓

風

に
た
い
す
る
想

塀

露

，

マ

撃

を

驚

ョ

的
だ
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
｝ぢ
し
た

夕
Ｃ

言

薔

一率
的
冒

か
り
嵌
の
■
に
■

や
り
、
自
か
０
卓

廊
蜃

マ

わ
モ

、
〓

に
霊

を

さ

６

た
。
モ

年
■

２

●

（‘
票
　
瀾
再
・●
■
・江
西
レ
ネ
収

晏
ユ

，
て
の
一■
で
あ
り
、
冠
主
と
理

〓

９

景

Ｚ

意

暑

ま

な

峻

２

場

ネ

号

て
登

Ｓ

労
馨

の
菫
建
と
５

し

が
、
こ
れ
が
「〓
命
ｎ
晨

，
を
０

，
て

需

言

目
〓

薔

露

た
減

の

ヨ
置
な
っ
た
の
‘
０
る
．

毛
沢
一凛
の
丼
働
山
進
”
は
、

あ

書

じ

タ

し
■
せ
ん
■
上

を
し
な
が
ら
、

み
あ

霞

走

に
息

冨

〓

。
２
場

“
言

コ

大
容

者

豊

２

雷

Ｅ

２

〓
ヨ
が
あ
る
の
が
、
こ

じ
ら

言

の
多
く
は
覆
言
奏

っ
爵

じ

雪

鎮
し
た
け
れ
は
事

を
や
れ
■

が
、
わ
れ
■

の
兵
士
は
き
の
う
登

嚢

塁

ホ

３

異

菫

菫

勁

呈

、
最
初
８

見

窟

壼
３

た

中
奉

キ

ヨ

‘

夕

は
、
責

馨

椰

奥
“
曇

全
書

し

〓

見

語

取
者

曾

聖

貢

三

盗
菫
「在

“
こ

は
、
雪
ｔ
い
壌

性
を
は
ら
っ
た
ま
え
〓
一人
年
四
月
に

一お

玉

誓

う
っ
た
。
異

讐

に
，

置

を

な
モ

〓

。
こ
の

ぢ

一禁
８

〓

穣

、
藪
首

罰

馨

尾

著

昇

芳

琶

〓

つ

範
〓

て
電

驀

あ

あ

手

第

た
。
重

り
命
螢

〓

一
師
団
第
一連
撃
Ｃ
、
自

，
一の

い
身

票

蚤

重

が
舌

豊

合

τ

た
。
翼

あ

男

鰭

じ

た

が
、
あ

昌

卜

〓
星

省

れ

た
。
局
面
を
ｉ
函
す
る
た
め
、
弁
目
山

ほ
か
ら
は
、れ
た
「、
ヽ
ビ
一夕
■
二
ぅ
サ
‐
ル
一を３
一^
着
コ
で
―

重

一̈など
か
ら
晉

一夢

場

２
の
三

コヽ導
准
を
雇
保
し
た
。
淫
艤
以
上
誓

言

っ
た
？

そ

。
た

ヽ
ヽ
９

用
者
）
と
．
層
級
を
即
目
的
に
し
か
と

見

な
い
教
条
〓
義
者
に
と
っ
て
、
晨

あ
っ
た
、
中
共
中
央

，
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

瞥
ツリ
證

竜

２

．
「墨

２

舌
モ

じ

雪

菫
モ

ふ

〓

多

舌
モ

じ

雪

菫
モ

ふ

〓

多

器

？

験
を
書

え
、
日
量

勁

の
●
僣
に
た
０
す
る
と
、
恒
■
は

，
Ｂ

言

登

ζ

え

あ

に

り
、
す

録

一

あ

是
正

っ
い
て
」
あ

な
そ

、
一

こ
う
述
べ
た
．
「
壼
目
の
赤
菫
は
三
命

て
あ
る
」
「を
ヽ
に

，
奎
Ｌ
は
、
赤
軍

は
、
り
３

藉

Ｃ

雪

じ

子

る
も
の
で
は
な
く
、
Ｒ
ョ
≦
ス
の
軍
事

■
資

９

威
雲

は
、
冒

多

営

し
、
追

事
の
資

鐘
し
た
状

■
1垂

る
。
塁

は
ま
か
な
讐

望

し
、
■

し
、
）」わ
し
た
も
の
は
弁
債

日
三
分
の
食
遍
、
食
壇
、
た
き
ぎ
、

ヨ
ξ

と
め
た
ス

項
注
さ

，詈

焉
〓
塁
は
、
二
と

，
そ
３
が
、

■
四
軍
が
成
立
し

あ
腰
を

百
、
日
喬

盲
者
査
お
ｆ

い
る
。
え
に
、
じ

冨
９
暮

再
セ
こ
は
、

化
‘
れ
た
が
、
同
時
に

，
の
上
査
重
贅

瞥

っ
た

ラ

え

算

言

こ

τ

芸

里
あ

塁

〓
Ｅ

曇

書

を

豪
セ

讐

。
お
し

兵
宅

、
一
Ｅ

そ

、
は
３

て
塁

爵

あ

ろ

う
螢

軍
内
で
勇
政
で
な
か
〓

一舅

る
。

ら

が
、
き
〓

整
釜

全

輩

に

葛

セ
濁

な
場

婚

モ

芽

、

書

で
の
基

彗
塁

壼
あ

後
ら
が
提

撃
雲
罐
罠

難
旱

賽

轟轟嘩攀睡墨一轟

Ｌ
Ｏ
●
一
重
要
な
■
３
で
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
と
同
時
に
、
農
村
で
の
目
争
を

ポ
塾
筆
孫
一̈一蟹
餐
理

藉

を
笠

曹

三

客

、
彗
長

了

０。
そ
七

、

か
な
か
っ
た
。
二
八
年
四
月
、
”
隔
山

芳

３

隊
―

モ

年
合

、
冒

た
鷺

晏

の
最

旱

と

「霞

ｔ

々

元

に

言

、
毛
沢
束
横

ヽ
地
の
塁
露

霞

“
題

姜

撃

曇

３

居

窪

見

、
早

十
一月
、
発

を

そ
の
●
位
ｔ
鷲
”
す
る
ま
で
、
丼
団
山

区
の
口

，
蜃
望
臓
省
〓
其
４
か
二
誓

ん
●
が
言
■
●
さ
れ
る
。
か
つ
て
Ｌ
≧

左
一ど
＋
〓
●
れ
奎

沢̈
良
は
、
一
言

て
、
大
衆
に
軍
伝

し
、
大
水

を
重

検

し
、
大
衆
を
素
姜
化
し
、
ま
た
大
衆
を

た
す
け
て
実
響
霧
七
関
ュ
す
二

めヽ

に
戦
う
す
る
の
で
あ
る
。
大
衆
●
た
い

す
０
重
云
、
ョ
罠
、
゛
肇
花
一
ｔ

０ヽ
一

た

そ

々

、
■

膚

場

を

い

級
野

讐

‘̈

＾
こ

た
の
は
Ｅ
Ｃ

Ｆ

●
書

燎
同
否

辣
一藤

こ
葉
τ
、軍

層
警
竜

、
三

が
当
面
の
あ

彗
需

に
よ
る
Ｐｒ
思
想
の
形
成

青^

若

じ

〓

２

〓

「実
の
プ
ロ
ン
タ
リ̈ア
質
墾
讐

中
盆

モ

２

一一霜

』劃
丼剥
摯
黎
在
夕
翌
「
“戦
多
ふ
も
旨
を
百
み
条妻
懲
“セ
整
を
、
Ｔ
、撃
芝
こ
の曇
ぢ
七

煎

薔

あ

露

夕

で
、
鷺

●
一富

ら

塁

ｔ

ξ

３

Ｓ

壺

看

せ

呈

曇

一手

る
。
長

ｒ

ａ

婚

文
書

曾

り

は
裏

て

合
自

菫
、
〓
あ

鼻

時
晉

支
モ

あ
ｔ

葛

議
・農

彗

や
り
り

，

″
ン
コ
ン
も
政
治
上

整
済
ｔ
、
夕
し
も
解
放
さ
れ
て
い
な

赤
６
取
織
は
な
ぜ
一́
一
す
る
こ
と
が

で
意

？

」
憂

男
琶

。

や
著

，
ｃ
●
９
が
、
し
か
し
晨
民
姜
刀

の
発
展
を

お

′
リ
ゴ

お
′
労
働
者

て
反
〓
命
の
道
具
に
な
っ
た
」

，
シ
ア

が
綱
引
副
暉
島
ξ
一劃
″“熱
合したの５

，
Ｔ
れ、，憑
ｔ̈ｔ
房
裏

曇

あ

蒼

姜

薔

あ

豪

〓

壺

ら

要

握

憲

モ

３

、

蝙
魏
鰈
鍼

ち

、
地
署

喜

し
ぢ

Ｉ

。
饉

評
薫
諄
霙
一髪
幸Ｒ
蒙
騨

き
な３
い星
こ
こ
うの〓
一， 総

， “懺嘔沼
膚
哺

，っ崎

も
う
し
な
わ
ら
る
。
」

饉
上
生
姜
の
あ
や
ま
っ
た
議
事
髯
澤
と

搭

阜

、
含

、
中
是

お
け
る
フ

電

菫
６

、
大
晉

ユ
ｔ

、
大
二

じ

多

蚤

ぁ

菫

、

重

電

し
実

な

与

宅

蓋

Ｔ
５

じ

驚

、
発
蜃

〓

モ

佐 野 茂 樹 著・発行 政 治 バ ン ノ ブ ッ

「佐藤政府を倒ぜノ 武装闘争と大衆路線を結合・発展させよノ」

一
ニクソン訪中 世界革命闘争の新局面とわれわれの任務

―

A5版  46頁  定価 150円 ゥ三夕曽根崎書店等全国書店にて発売中

中
国
労
農
赤
軍
の
創
出
を
．め
ぐ
っ
て

―
―
中
国
革
命
史
の
一
コ
マ
小
野
信
面
―
―

一

．
．．
．
．．
．
．．

一́
，
，

一一
一
一̈
一ヽ
一
一一
一
一一
一
一一
一
一́
一
一ヽ
＾
¨
一
一̈
一一
一
一一
ヽ
一

，
一，
一
一
一́
´ヽ
ヽ
¨ヽ
¨
“
一一″

一
一

．．
．

土
地
の
多
譲
彗
重
し
、
景
員

の
里

誉

芸

霞

■

賃

段

〓

‘

、
■
螢

會

彗

、
そ

エ
ト
政
粒
を
樹
ｙ
す
０

，
を
■
●
”

層

植

あ

電

〓

護

も

て
分
饉
す
一０
の
で
は
な
く
、
一切
の
上

９

■
織
を
そ

予

政
健

術
し
ヒ

畠

五

彗

そ

あ
電

飲
の
封
菫

翼

ξ

震

１

■

営
ず
、
§

お

書

勇

こ
３

じ

霞

笞

れ
こ

塔

ぢ

芝

わ
な

Ｆ

。

く
Ｉ

Ｂ

島

２

尋

じ

薯

３
９

茫

に
望

ま

捨

方
彗

が
意

」
ム

書

あ

攀

一２

霞

「し

、
プ
ラ

一お
書
き
が
な
け
０
は
、
一あ

方
向
を

あ
霞

量

夕

〓

い
。
」

だ
が
、
彼
は
こ

一螢

，

ヮ

タ

リ
意

鷺

う

て
書

ま
〓

争

こ

は
、
理
ε
婚

し
た
Ｅ

毛

可艦

よ

Ｏ
ｅ

、
な
ε

冒

色
”

力
の

努

主
義
２
に
旨

■

え

三宅

荼｀

Ｂ
よ
身
〓
せ
）の
っ
一
．

業

者

い
霧

い
９

ョ

．

二
八
年
十
二
月
、

そ

し
、
貢

早

杢

Ｓ

，
９

一コ憂
舞̈

委
れ

へ^禦
奪
タ
モ
〓
貫
ョ
一Ｌ
」繕
駐
痰
基
基
勝

ア
霊

言

に
、
ド

じ

正

手

る
か
、
民
主
も
あ
り
集
中
も
あ
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
の
軍
隊
な
い
か
に
し
て
創
出

す
３
、
書

蕃

２

菖

一一こ

奪

え

の
場

る
。
星

髯

言

し

て
鷺

あ

菫

２

７

ス

て
か
を
が
え
ら
れ
う
る
韓
一
の
超
で

る
一一一事
の
当
時
０
あ
菫
戸
一し
た
が

え
ば
、
震

覆

零

の
曇

３

を

飲
楽
●
一ほ
か
な
か
っ
た
。
２
●
めえ

看

一壼
塁

ｅ

、
赤
星
‘者

ン

多

量

の
導
裏

Ｆ
ゼ
整

し

た
。
一あ

ペ
ヤ

３

Ё

、
美

肇
を

ロ
セ

働
く
工
見
労
暑

が
、

京コンタクトレンズ

暑イワサキ曝



¬

阪 大  藝第3●0号

四
:::::::::[:::::言 ::::]::::::::::[:

鏃 魏 妙 魏
谷
チ
ヽ

今
年
の
一、
２
■
ビ

‥

曇

日
、
目

２

季

の
菫

７
．
‐
ハ
ィ
ジ
ャ
ッ
ク
公
判
報
告

握
〓
搭
是
い
．　
　
　
Ｔ
憲
う
３
り
、ヽ
妻
菫

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
闘
争
に
よ
る

全
人
民
的
成
果
を
断
乎
防
衛
し

更
な
る
世
界
革
命
戦
争
へ
の

止

揚

せ

よ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
闘
争
支
援
委
員
会

祭
、
首
に
ア
ル
ジ
ョ
ア
イ
′́オ
ロ
ト
タ

キ
〓

，
た
こ
ζ
て
、
大
い
に
自
影
”

刊
セ

。
同
壽

ら

一ア
こ

肇

し

た
‘

レ
，

こ

お

星

も
、
少

な
な
〓

建

ゼ

湯

ろ
，

、
蒸

は
、
ス
軍
■
目
置

ハ層
に
お
い
て
戸

明
を
発
し
、
一月
二
十
二
日
、
日
■
一車

言

一， に
せ
ね
を

つ
だ
い
．
Ｈ
ｌ

一セ

人
員
へ
点

２

一ほ
暑

、

君
、贅
‘
〓
、
一借
‘
た
、
下
せ
、
よ
り言
憲
ρ

貴

晟

、
文
書

一こ

あ
晨

っ
て
、
世
界
人
民
の
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モ
、
そ
れ
電

の
薔

民
震

豪

菫
時
憲
法
は
私
”

の
で
あ
る
。

資
本
家
の
工
う
０
魔
東
糧
ら
は

，
場

＾ヽ
露
一̈
と
Ｅ
ら

，
，

も
一
一^
●

〓

を

文
払
わ
れ
る
．
上
お
の
Ｓ

Ｚ
的
資
本

中
早

恙

２

を

、
共
産
予

奎

義

基

，

、
冒

蒼

あ

啓

壼

ｋ

要

と
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
共
産
兌
は

資

本
家
夕
の
ヘ
ケ
モ
ニ
ー
が
、
夕
な

一０

匡
貿

薔

霊

辞一義籍騨審粋粋一響幸一馨無辞馨」難料報籍一響整維

０

鵞
ｔ
一，
〓

っ
て
ｔ

ｔ

ｒ

〓

有

一者

、
自

大
喜

・８

．
２
５

な
く
、
ス

ｔ
ｒ

「（
婦
発
魂
藷
議
経
て
だ
」
鋒
葬
埋
葬
轟
澤
一鍔
誕
多
』̈
堀
鷲
鳴

彗
不
奪
ｔ

そ
雪
警
ュ
リ
」
熱ヽ
慇
彗
ョ
肇
０
一１
〓
。
こ
霞
マタ
ス
イ

余
と
し
て
、
■
貢
が
ｇ
メ
す
る
一」と
が

〓
■
●

大
賢
遣
、
人
民
会
社
に
対
し

可
雄
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
書
瞑
は

一３
手
一争

撃ヽ
を
コ
え
、
さ
わ
が
し
い
反

て
誇
墜

じ

て
い
一あ

は
５
素

で
■
は
、
●
〓

Ｅ

の̈
眠
量

一考

た

中
層
の
ヽ̈
嗜
一一一一一こ
た
っ
て
い
る
。
米

脅
二

５
．
姦

革
命
、
買

言

一２

雪

．

‘

里

一^〓
二
重
奇
か
、
と
、
経

一

「共
菫
■
曇

〓

ξ

町
崚
撃

〓
い亀
層
塁
〓
一■
、三
の
１
で
詈
〓
り
ζ
は
、
チ

〓
り
も
、
一留
沢
〓
回
し
か
夏
ず
に
、
一
エ
コ
や
未
‐
ラ
ン
■

，
こ
で

，
う
簗
勁

常
に
、
あ

甦

一あ

も

な
看

穿

后
ｔ

壬

し
一誉

婚

セ

ヽ
則
登

重

身

子

奎
層
霊
ま
金
じ
、
笙
ユ
、蔓
拿
、
プ
タ
テ

す

霧

Ｚ

〓

に
曼

重

Ё

、
日
里

署

の
言
菌

暑

霧

モ

慧

言

忌

プ
ラ

す

二

塁

し
、
美

番

の
憲

猥

；

百

尋

策
、
署

賢

た
そ

官
祭

〓

こ
ま

ら
、
言

子
２

，
夕

の

窪

崚
逮
澄

擢

誓

澪

　

‐
Ｔ

■

予

ノ
・
ラ

と

９

８

了

、
ぶ
〓

是

ｇ

ヽ
こ

ヌ
層

Ｔ

壽

ξ

彙

で
ヽ
表
委

、
ロ
ン
フ
禁

各

を

℃

ち

ヽ
目

の

ｔ
ｆ

）■

、
嗜
嘔
沼

瑠

場

τ

鷺

嗜

〓

書

蜃

書

場

百
菫

工
ｃ起
つ
た
。
そ
貧

内
撃

２

二

宮

費

ち

ヨ

Ｅ

調

し

３

、
一
癸

葦

Ｉ

Ｂ

芳

撃

が
〓

意

こ
壼

言

信

貧

セ

「奎

貴

環

つ
一三

に
じ

く

〒

号

奎

奈

一幕

ら
、
壼
ら

実
誓

客

だ

し

薔

鳥

農

肇

層

一ζ

要

雪

９

法
番

２

ふ

百

３

ぶ

ら

ラ

揉

８

Ｒ

Ｉ

い
こ

う

に
、

，
４

、
先
く

を
ｔ

〓

可
も

の
Ｉ

奈

，
有

業
隻

二

一これ
、
Ｒ

見

よ

重

る
ま

ユ

層

奎

曽

手

美

蕩

●

互

北
京
盤
〓
は

一
村
の
た
を
か
え
た
外

の
前
一に
発

し
た
。
リ

１

０
２

て

報

し
、
桑

的
に
、
■
ｉ

Ｏれ
た
Ｉ

品

ξ

ξ

あ

て
は
な
く
、
過

衛
嘗

―

ズ

番

垢

弯

Ｆ

一量

禽
和
Ｓ

ぐ
や

，

、
′

ラ

長

産
〓
＾
曰
ｉ

〓

、
ま

呈

議

ら
、
大
豊

２

，
チ

娑

よ
、
工
欧
■

，

里

あ

事
１

っ
薫

，

二

整

意

．
ぷ

負

書

１

，
ス
言
策
意

ぐ
霞

層
、
蜃

目

、
イ

，

雷

嘉

一

翼

昔

一
奎

塁

予

塁

三

メ

リ
曼

化
奎

金
２

茶

蓼

軍
命
を
と
主
要
す

，

ル
ー
ノ
と
、
そ
〓
リ
ス
、
中
目
重
命
一あ

ぐ
一３

３

一尋

に
、
二

辱

す
こ

の
ヽ

即
、
璽

０
■
の
百

息

重
晃

ふ

・〓

負

電

二

い
ヽ

雷

Ｓ

を
冨

し
、
世
面
を

，

秀

人
民
の
た
こ

た
。
奎

蜃

番

、
肇

月
、

放
軍

あ
る
が
、
中
国
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大

暑

２

は

あ

盃

―

で

年
の
お
宇
●
●
〓

に
あ
る
。

↑

ナ
ム
が
甲
目
花

大
こ
命
援

し
、
言

力
算

彗
あ

〓
↑

せ
外

（Ｏ
階
級
闘
争
と
し
て
の

党

内

闘

争

い
何
の
た
め
に
十
月
革
命
を

，
っ
た
の
一
″
２
」て
る
の
で
は
、
不
尋
に
汚

，
人

Ｒ

イ

一Ｚ

何
を
ア

、
喜

一え
る
グ
ヤ

て

、
７
し

一亀

け
で
な

。
看

罫

き

の

者
奏
ナ
ン
ン
一
ピ
ズ
ム
笙
〓
ζ
ｉ

●礎
こ
ｇ
籍
ｔ
‘
重
一崎
理
ｔ
場
壌
罐
一
根
百
崚壕
■
是
ぉ
里
等
．一一電
′
森
ｔ湾
て「移
桜

こ
露
重
〓
３
あ
つたｏ
あ
Ｅ
く秀
ク‐テ
１９
是
一２
セ
。
　
―
―
‥　
す芭

薇̈
確
磋
進
爆
”

吾
一吾
霧
、治
異
曼
Ｔ
コ圭
泉？
を
押こ
んＥ
Ｆ
５
ｏ
暫
力
釧
赳
　
一̈
猥‘
憧
一τ犠
培
ぃ、一

爵

か
ら
、
三

彙
が
同
日
の
夜
分

一も

あ

薔

る
。
多

ら

一
番

霞

碧

暑

康

モ

、
盲

禁

い
量

島

局

て
，

、
お

窮

「
重
命
り
ま
師

と

， 生
の
生
●

一
を

薇
掌

重

じ

嬬

で
ぢ

１

っ
一盆

に
Ｒ

玉

べ
な

の
〓

る
。

も

の
場

Ｒ

喜

に
葬

こ

ニ

ー

て
、
‘

‘

多

文
美

蕃

し
じ

も

一の
う

ら

も

書

燎
一９

ｅ

、

目
争
は
、
不
可
理
的
に
党
内
に
反
映
さ
Ｔ

，

「地
〓
や
冨
弩
一■
醤
十
量
の
所

１

．
昇

？

里

あ

男

肖

百
足

麗

ご

Ｒ

る
戻

実

っ

菫
翻

亀

、
党
ら

内
の
ア
ル
ジ
●
ア
ツ
ー
の
影
署
は
、
寛
一工娠
、

内
援

Ξ

電

慰
菫

ｉ

奎

皇

需

２

〓

３

て
、
そ
の
量

の
一お

お

〓

黒

察

、
島

は
、

寝

そ

う
る
。

，

０

般

島

一貫

七
ξ

〓

〓

。
ま
た
、
窮
二

Ｂ
専

題

Ｒ

Ａ
娑

〓

警

ヨ

〔諾
醜
誘
独
襲
琴
憂
一翻
霧
（髪
三
誕
頃
幹
馨
嚢
〔

戒
ｋ

そ

ま
，

五
漫

Ｃ

ｔ

盲

８

星

晨

Ｂ

て
、
そ
れ
雲

〓
召

民

の
イ

ζ

多

あ

影

霞

ぢ

ま

。
↑

Ь

了

こ

可

Ｆ

笙
履

妥

モ

、
黒

震

百

は
、
月

に
Ｅ

螢

ｇ
五
星

み

Ａ
は
、
風

２

５

い
蓋

■

一覆

〓

〓

雇

芸

な

。
そ
の
葛

え

会
寝

晉

・８

一
１

２

』髪
『鶏
聾
釜
託
一蓼
誦
豪
粟
葬
¨̈
一曇
奎
蒻
襲
躍

た
。
こ

、
中
罠

部
盆

５

ｔ

言
れ

、
霙

、
そ
の
埼

に
舅

ユ

な
見

じ

、
馬

は
、
九
異

宅

梁

ξ

？

り

、
最

け
澤

三

Ｆ
ｉ
・　

　

　

　

　

　

は
、
ま
だ
、
目
傍

Ｚ

ζ

ラ

８
警
Ｅ
疑
ｇ
え
て
、
ユ
あ
ぎ
を
一り
で
る
、
「見

月
、
界

あ

曇

９

留

を
う

一革

ｅ

一^
一全

全

十
澪

塗

三

黎

望

あ

勇

壇

搬

じ

て

奪
あ

裏

一て
理

〓

３

ヽ

■

鮨
＾
、
工
金

紋
一置

菫
怪

部
、
三

●
２

霞

召

嵯

ヽ
ま
た
、
充
分

は
あ

肯

奎

件
３

一
こ

写

言

ミ

ー

ン
、
ア

ふ

〓

８

τ

奈

〓

．
五̈

が
、
ど
２

こ

か
露

な
目

に
番

８̈

置

を

言

ま

響

せ
、
串

暑

巻
遺

三

麓

し
薔

て
、
本
、
Ｌ
曇

會

争

ａ
一騒
〓
会
の
笙
＾
討
茅
首
´
し
て
円
一嗜
崚
り
■
と
し
て
発
饉
し
た
し
、
人
ヨ
一の
モ
違
飼
大
ｔ
方
ま
で
な
ヨ
たか
に
つ

ら
か
に
し
、
目
量
田
争
に
よ
っ
て
止
■

．
十

一
申
全
回
そ
の
も
の
も
、
■
の
費
詢

一い
て
は
ヽ
往
場

Ｒ
一
ぺ
為

諄
齢
が
選
一一重
筆
肇
義
里
鍾
躙
臨
一一驀

‘

ン

タ

を

奎

命

こ
れ
か

め
，

■
一景
茨
震
置
、
そ
の
後
、
こ
一授
ョ
る
か
、
と
い
Ｒ

世
界
一摯
命
戦

食

螢

祭

麗

星

３

露

中
蓼
妻
員
会
多
数
派
を
コ
ロ

っ
た
量
段
と
し
て
の
、

，
へ

人
民
解
欧

定
奮

塁

、
等

，

暑

Ｒ
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１
．プ

ロ
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タ
リ

ア

文
化
大
革
命
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「

3
偉

大

な

（イ
）壮
大
な
叙
事
詩

―
ベ
ト
ナ
ム
革
命
戦
争

１
０
（イ
）で
、
「
＾
●
テ
ム
が
甲
り
一一一^
‘
一に
ヽ
■
の
一な
い
■
は
ク
ー
一′夕

で
中
り
人
民
、
■
Ｌ
一一
ス
〓
一^‘
段
と
し

決
へ
発
星
し
、
そ
の
中
で
、
中
日
日
〓

一
反
対
す
る
「
告
人
民
　
日
本
人
民
、
お

・
チ
ン
ロ
ま
、
ベ
ト
ナ

＾
労
Ｂ
寛
中
央
姜

一
命
を
た
し
て
く
ろ
。
こ
の
三
奇
と
反
〓

な

望

需

、
た
景

４

一カ
言

Ｔ

ソ

孝

う

企

の
事

亀

空

旱

中
´
蜃
罰

塁

支

装

■

８

６
栞
８

層

、
Ｅ
セ

景

な

書

が
変
じ

て
実

ュ

苫

〓

Ｔ

，

し

目

全

の
■
〓

ら

一
ｏ

フ
ィ
・，
ァ
プ
恩

、
１

１

一あ

で
う

量

阜
命
が
、
第
二
癸

一〓

．
た
が
、
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１

ン̈
一カ

蔓

菌

子
ξ

手
一一^
子́

一
　

　

　

一
カ
麟
番

菫

晨

，

，

１

二

戦
■
”
悸

Ｆ

っ
専

も
一の
る
と
争

２

留

員

量

監

２

詈

二

旱

ｉ

Ｓ

ｉ

員

漫

ｔ

二

志

↑

去
雪

晨

Ｆ
蜃

彙

丙
４

５

澤

、
ク

，

そ

の

ベ
ト
ナ
ム
革
命
戦
争

２

こ

、
∠

各

，
そ
ら

晏

一

ア

は
、
女

り
１

０

こ

÷̈

一̈菊

ド
串

日
蒼

ィ一
ン
ェ
者

一モ

は
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２
１

，

Ｉ

子

で

わ
れ
わ
れ
ヽ
僣
Ｅ
ま
書
が

，
ｃれ
、

賃
奎

養
ガ
混

す
る
を

は
、
雪

の
工
思
が
残
っ
て
い
う
と
を
塾
一う
ね

ば
な
ら
な
い
。
米
帝
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ユ
妥
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あ
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ま
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■
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一市
に
■
ぼ
し
た
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■
に
つ
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一
‐
て
■
り
に
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り
、
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力
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テ
け
反
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ぃ
る

米
，

日
■

会̈
」̈
、
つ
ね
に
ま

だ

、
信

書

〓

Ｅ

一̈
〓

一″
一
■

●

２

・〓

２ヽ

〓

‘

百

を
１

１

場

し
げ

、
わ
号

一
［
一・一一一や
り

，
刀
と
」
一内
の
ブ
ル
ン̈
ニ
・ｏ
′

・・一つ
¨̈
■
）
で
一の
り
、
米
軍
ヨ
一し
一ヽ

，
っ
て
、
ゎ
れ
わ
れ
の
崚
口
案
馬

い
た
日
Ｈ
、

，
Ｄ

（
口
）
一ヽ
一ヨ
（̈
の
一
）・
不
ケ
・，
■
一Ｆ
一^
の
ヽ
Ｉ
″
（い
０
●
一
「
ｔ
功
く
ち
べ
し

．̈
っ
に
一
て
ぃ
ち
一

】一一一̈
一一墜
”一聾
¨̈
一̈」
π
一鑑お
一̈引一や）凄”一三
蒸一一中̈
］一̈
ち̈肇配
一一

コ
標
一́■■
する
■
全
二
●，
■
し
凛
Ｔ
と̈
い
う
、
ケ
デ^
ィ　
ン
コン
ソ
ン
一の●
■
を
´
↓
で
きる
つ^
し
たす
」

量

」」
〓

な
い
し
〓

稽

、
占

万

ヽ
ょ

弁

＾
で
慧

。
　

　

７

３

一そ

な
く
、
４

１

Ｅ

」一燕崚̈
鑑】一一一いつ″̈
り〓一．口」中一一囁一」詢〓̈
”一）一一「”』̈
『̈
〔̈一̈
］「一一■
■

り́
０
ど
をた
し
て
、
米
中
”

こ

■
の
青
里

一一あ

Ｌ
２

一“

ユ

´
五
に
対
し
て
、
〓

〓
一こ

，
０
と

は
、
た
け
´

と

の
で
言
な
い

に
し
て
ｒ
■
す
る
か、と
い
う
、
じ
メ
Ｔ
ｃい
る
の
は
、
年
ま
工
で
あ
る
．
「０
一れ
り●
■
”
妥
（
て
あ
る
．

●
命
黛
チ
の
Ｈ
Ｉ
な
方
＝

，
は
、
ま
だ

一
●
κ
イ
の
■

人
な
Ｅ
二

一
と
赳
す
る
、

一　
わ
れ
わ
れ
ヽ

本
■
】
Ｌ
こ
の
七
●
↓

´
１
〓
か
〓
．
〓
■
、
ど
２
貫
〓
お
金
晉
＋
‘
三
こ
卜
し
、甲
く
０
こ
、

よ
つ
に
一４
一し
一ヽ
一０て
、
今
、
一
界
“
一薇
■
の
“
に
、
一て
の
以
一
一τ
■
一０
一，
一″
一の

，
の
贅
‘
一一
一”
一っ
、
い
く
つ
か
の
電

拿

■
の
道

可
大
一
だ

モ

ち

一実

る
．
　

　

　

　

　

一モ

■
分
Ｅ

じ

た
１

一ヽ
か
に一つ
い
て
は
、
＾
一に
ど
一一
べ
一や
一
一

一・ヽ
書
日
一．．一
は
い
）ヽ
一̈ヽ
り
織
さ
の

い
．
ゎ
れ
わ
れ
の
キ
一一一
り
は

，
む
〓
特

こ
〓
ｏ
て
お
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ

一
〓
■
〓
ア
ツ
ア
に
０
し
て
い
る
．
末
考

一そ
、
は
っ
き
２

ｒヽ
●
．
そ
れ
は
一い

■
“
や
っ
き
に
な
っ
て
、
く

一っ一っ一０
ん
、
２
で
一た
ぺ
一ヽ
ス
一一省
一ヽ
Ｉ
一
（■
嗜
↓
¨̈
を
■
大
し
、

と
も

，
長
に

，
ひ
あ
っ
て
い
る
．　
　
　
一
０
ほ
こ
■
を
ｈ
け
て
い
る
．

ケ
一^
一デ
ィ
ー
は
、
一す
・
共

．一
■
一τ
一
・・・■
一「
Ｒ
い

Ｉ
■
で
一」環

ｆ
一を
一
●
し
て
、
ア
で

，″
｝
・．に
■
に
し
、
一」れ
に

一め
に
一́
の
一つ
一一に
つ
・０
こ
一０一一
■
．
一・一っ
て
い
・一，０
一^Ｌ
一‘

，
あ
一′一い
つ
．

「
じ
薔
勇
靖
一一情
■
７
一Ｌ
「っ罰
を中̈
華
“い

日
●
一ギ

リ
日
本
一二
里

一一Ｅ

だ

４
、世
界
革
命
戦
争
に
向
け

は

わ
れ
わ
れ
が
０
」か
つ́
２
年
一^

武
装
勢
力
′建

訂

ヘ
核

一一
マ
ル

ロ
共
（́
・^
・つ

一
勇
一致
理
■
場
押
れ
一黎
か
デ
縫
蕎
「
れ
野

一疑
』一■

一鍔
「製
成
一践
多
騎

〓考
纂
一
琳
■
燿
「
〓
、
事署
争
↑
′̈

輩̈
】̈
実用い担一”一」「ガ一一ョ紳べ一橿薇〓一呻ギ「争〕勾「

一凛
「』”晴
一̈
』

，子に■
』野
一一，」̈
一「
燎
繹

にも撃
遠
ｔ純■
一”［一”『“生
い「た“ヶ^
い「“川■
力
日^

峰”奮庄”一ヽヽ
一」】”一一嗅一̈勁
一^
ナ醸̈
爆好に任
た一∝」一」て

」
督
お
な
り
曖
●
■

〓

」
鷺
表
ｔ
丼
足
謬

響某
一趾
一冥

魏
鶴

飛

平
９

筵
豊

よ

り
盛

省

す

書

員

５

ξ

菫ヽ

素
■

派
は
、
法
定
査

を
集
め
て
中
央
費

菫

〓

霙
せ
乖

こ

尋

し
一き

‘

全
食

室

貫

礎
し
、
毛
委

亀

一
●
さ
増

■
東
児

京
θ

野
膚

に

完
す
０
」と
が
で
き
な
‘
凛′
ト
ビ
ニ
不
利
な
ため
に
、九
カ
月
日
に
わた
っ

っ
あ

て
言

．
　

　

　

　

一苫

こ

書

と

い
た
が
、
こ
β

言
）農

村

政

策

―
人
民
解
放
軍
の
カ

熱謳
一一鐵馘
一

霧
菱
電
録
爺
峯

」̈蝙
燿
差
【嵯
藷
魏
鰭
警
確
しぅ

リ
カ
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
”
お
よ
び
で
の

一
員
大
姜
チ

，
ン
　
ピ
ン
肖
言
　

フ́
オ
ス

一
人
二
換
す
る
と
つ
な
こ
と
ヽ
日
本
に
お

２
】
整
議
〓
婁
景

，
手
員
サ
ナ
ン
ニ
ヽ
て
●
タ
リ

，
■
諄
）で
の
つ
て
、
日

ス
多

ミ

才

ス
ー
ク
ヨ

志
、
一お

〓
装

，
カ

ス

リ
あ

武
舅

ン
曇
、
ま
窪

，
ス
天
ヱ

そ
卍

こ
？

米
ｇ
會
争

螢

著

３

．
彙

わ
書

、

段
を
■
卜
を
メ
Ｈ
”
に
お
こ
な

ソ
あ

言

晏

室

霞

忌

、
プ

勇

は
、
柔

劣

冒

三
彦

〓

ア
メ
リ
カ
青
Ｌ
主
義
の
侵
騒
に
長
し
て

（こ

世
界
革
命
戦
争
の
中
心
環

―
中
国
共
産
党

七
早

■

麓

２

９

あ
亀

百

ラ

、
；

セ

簾

ぞ

雪
奎

蕉
、
工
作
′
σ
て
ヽ
電
卓
以
ヽ
毀
え
ら

タ
リ
ア
支
ｔ
奎

命
笙

，
，

■
の

で
コ
、
　

　

　

　

　

　

　

一

二
革

”
一呈

ζ

計
里

勇

＝
反
憲
派
聾
ｉ
垂
曇
蓼
剪
上
琵
】認

＝
社
全
垂
あ
ヨ
ま

五^
八
年
本
笙
〓

矢

基

結

Ｙ

二
空

曾

愛

害
に
撻

看
あ

間
巨
の
差
構
、
■

の
中
な
り
、
十
中
全
奎
民
望
（一全
一年
）

に
従
って
、
晨
村
の
悲
惨
な
ら
着
ス
の

笙
ふ

亀
９

著

一と
将

し
、

目

翼

に
Ｅ
５

栞

彪
曇

装

・

の
言

摯
旗
ｉ
３

譜

藉

客

・

な
った
。
「再
ほ
一一一三
一
霞

員
・

腰
ら

口
嬌
意
■
轟
一一（
・冨

ρ

二
漫
ご
一３
ρ
〓

父
Ｆ

量

ぢ
、魯
罪
ら
竃
■

一

り
生
き

，
豪
２
■

に
せ
も

゛
て

癸
貴

レ
ク

ン

で

こ

こ

一７

テ

‐
、
言

？

是

、
日

ア
ヱ

，

１

“３
斎

星

書

断
π

Ｔ

の
こ

霞

，

力
慮

空

， こ

運 は あ な た に か か って い る /

|:

二       rl

ン
多

●

イ
イ
↓
‘
ンー
●
日
―
卓

，
の
口百

そ
れ
へ
の
反
一一
命
”一一一・

仏
、
棗

暑

肇

、
そ
の
を

、

９

う
誓

手

な
見

て
じ

か
、
そ
れ
彗
玉
一と
で
あ
る
．

し
く
述
‘

つ
つ
も
り
は
た
い
　
た
だ

力
か
一
一キ
し
な
い
県
り
、
“
ヽ
―

デ
一

姉
編

い
　
と
こ
ろ
で
　
米
ロ
ズ
ー
旨

，
は

パ
ギ
ー
自

，
，

■
＾
〓
は
Ｌ
昇
二

委

ヨ

こ

て

低
を
首
い
ら
れ
、
代
っ
て
五
九
年

〓

ヨ
著

圭

↑

７

る

方
針

場
〓

３

２

奮

５

豊

〓晨

語
音

一〓

是
お

貿

鉤
霞

に

技
讐

〓

〓

な

指

里

し

て
一ク
つ
わ
れ
、
支
の
分
置
主
壺
を
発
生

き

、
聖
当
魯

を
星

じ

総

．

杢

年

中
會

な

望

番

星

が
●
＾
”
琴
に
あ
●
一
の
で
あ
一
が
、

書

２

男

寝

野

し
Ｅ

、
林

彪
懲

２

奎

へ
２

溝
薦

，

化
大
サ
一
●
の
工
筵
た
り
え

長
口
す
る
の
で
あ
る
。
メ
嗜
Ｈ
意
に
よ

る
こ
の
よ
う
な
エ
ト
が

一
つ
一

重
な
つ
●
●い
環
宰
、ヽ
解
〓
ョ
ほ
員

電

、
そ

裏

ヨ
菫

■
８

メ

言

こ
象

必
要
Ｓ

る

＾
笙

一^事
κ
口

，
ヽ
こ

，
，

，

，
界
人
民
の
■
士
】
手
“互
´
／
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